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環
境
譲
与
税
の
一
部
を
充
て

る
予
定
で
あ
る
。

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

　７月６日に、１議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、事
務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今ここが聞きたい ～ 一般質問

問

答

森林環境譲与税の活用策は

森林整備、人材育成の財源に
　
　
　

国
で
は
森
林
環
境
譲

与
税
の
一
部
を
31
年
度
か
ら

前
倒
し
で
地
方
自
治
体
に
交

付
す
る
と
し
て
い
る
が
町
の

実
態
と
対
応
を
伺
う
。

　
　
　

森
林
・
林
業
施
策
の

推
進
は
地
球
温
暖
化
防
止
、

国
土
保
全
や
地
方
創
生
、
快

適
な
生
活
環
境
づ
く
り
な
ど

に
貢
献
す
る
が
、
一
方
で
安

定
的
な
財
源
不
足
に
陥
っ
て

い
る
。

　

森
林
環
境
税
は
貴
重
な
資

源
、
財
産
で
あ
る
森
林
を
次

世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
広
く
国

民
に
負
担
を
求
め
、
森
林
・

林
業
・
山
村
対
策
を
強
化
す

る
施
策
で
あ
る
。

　

当
町
の
森
林
面
積
は
約
３

万
６
８
０
０
㌶
で
総
面
積
の

86
㌫
を
占
め
て
い
る
。
近
年

で
は
針
葉
樹
の
カ
ラ
マ
ツ
を

素
材
と
し
た
集
成
材
や
合
板

材
、
ア
カ
マ
ツ
を
素
材
と
し

た
壁
材
や
床
材
な
ど
建
築
資

材
の
利
用
が
高
い
。
広
葉
樹

は
上
質
紙
向
け
パ
ル
プ
の
原

料
と
し
て
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

町
内
産
出
の
木
材
価
格
は
安

定
の
傾
向
で
毎
年
一
定
の
面

積
を
伐
採
し
て
い
る
。
伐
採

後
の
再
造
林
も
森
林
資
源
の

有
効
活
用
と
森
林
再
生
の
リ

サ
イ
ク
ル
が
図
ら
れ
適
切
と

考
え
て
い
る
。

　

31
年
度
に
森
林
環
境
譲
与

税
が
、
36
年
度
に
森
林
環
境

税
が
そ
れ
ぞ
れ
創
設
さ
れ
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
が
、

31
年
度
の
町
へ
の
譲
与
税
の

試
算
交
付
は
２
千
万
円
で
、

徐
々
に
増
額
さ
れ
５
千
万
円

位
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ

ム
で
は
適
切
な
森
林
管
理
が

で
き
な
い
所
有
者
は
市
町
村

に
管
理
を
委
ね
、
林
業
に
意

欲
と
能
力
の
あ
る
経
営
者
に

再
委
託
の
仕
組
み
と
な
る
。

自
然
条
件
が
悪
く
、
経
済

ベ
ー
ス
が
困
難
な
森
林
は
市

町
村
が
公
的
管
理
し
、
森
林

整
備
や
人
材
育
成
、
担
い
手

の
確
保
等
を
図
る
た
め
森
林

路面の破損が進んでいるＪＲ葛巻駅構内

議
員

町
長

譲
与
税
へ
の
対
応

葛
巻
駅
構
内
の
修
繕

　
　
　

Ｊ
Ｒ
バ
ス
葛
巻
駅
構

内
の
舗
装
破
損
や
駅
舎
の
ス

ロ
ー
プ
設
置
、
構
内
早
期
除

雪
等
の
対
応
策
を
伺
う
。

　
　
　

駅
舎
と
屋
外
ト
イ
レ

以
外
の
敷
地
は
Ｊ
Ｒ
バ
ス
東

北
本
社
の
直
接
管
理
と
な
っ

て
い
る
。
舗
装
面
の
損
傷
の

ほ
か
凍
上
被
害
に
よ
る
段
差

な
ど
劣
化
が
著
し
い
現
状
に

あ
る
。
今
後
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
東

北
本
社
に
早
期
改
修
を
要
望

す
る
。
駅
舎
と
屋
外
ト
イ
レ

は
町
産
業
振
興
協
議
会
が
賃

貸
借
契
約
し
保
守
、
修
理
の

経
費
負
担
は
協
議
会
が
し
て

い
る
。
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
に

つ
い
て
は
バ
ス
運
行
上
の
支

障
に
な
ら
な
い
か
考
慮
し
な

が
ら
協
議
す
る
。
早
期
除
雪

は
大
雪
な
ど
の
際
は
Ｊ
Ｒ
バ

ス
の
要
請
を
受
け
町
で
除
雪

し
て
い
る
が
、
今
後
も
同
様

に
対
応
し
た
い
。

議
員

町
長

　

住
田
町
で
は
町
中
心
部
の

築
１
０
０
年
以
上
歴
史
が
あ

る
住
宅
を
改
修
し
「
ま
ち
や

世
田
米
駅
」
と
し
て
整
備
。

交
流
ス
ペ
ー
ス
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
広
場
な

ど
を
備
え
た
住
民
交
流
拠
点

施
設
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
指
定
管
理
者
と
し
て

管
理
運
営
し
て
お
り
、
こ
の

施
設
を
中
心
と
し
て
交
流
人

口
の
拡
大
や
商
店
街
の
振
興

な
ど
町
の
盛
り
上
げ
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遠
野
市
役
所
本
庁
舎
は
遠

野
駅
の
そ
ば
に
29
年
９
月
開

庁
。隣
接
す
る
商
業
施
設「
と

ぴ
あ
」
と
渡
り
廊
下
で
つ
な

い
だ
地
上
３
階
、
地
下
１
階

の
建
物
で
す
。
外
装
と
内
装

の
一
部
は
遠
野
産
材
を
活
用

し
、
林
業
の
ま
ち
で
あ
る
こ

と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
総

事
業
費
は
約
33
億
５
０
０
０

万
円
。
財
源
は
震
災
復
興
特

別
交
付
税
が
約
13
億
２
０
０

０
万
円
、
地
方
債
が
約
６
億

６
０
０
０
万
円
、
庁
舎
整
備

基
金
等
が
約
13
億
７
０
０
０

万
円
で
す
。

　

１
階
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を

午
後
９
時
ま
で
住
民
に
解
放

し
て
お
り
、
列
車
待
ち
の
高

校
生
が
勉
強
す
る
場
所
と
し

て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

３
階
に
災
害
対
応
を
想
定

し
た
最
大
２
５
０
人
を
収
容

で
き
る
多
目
的
大
会
議
室
が

あ
り
、
災
害
映
像
表
示
シ
ス

テ
ム
を
整
備
す
る
な
ど
防
災

機
能
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

地
下
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
し
本
庁
舎

の
冷
暖
房
を
行
っ
て
い
ま
す
。

木
質
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
す
る

こ
と
で
林
業
と
関
連
産
業
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、

燃
料
代
が
化
石
燃
料
の
約
３

分
の
１
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
庁
舎
と
つ
な
が
っ
て
い

る
「
と
ぴ
あ
」
の
２
階
に
は

市
民
課
な
ど
の
市
役
所
窓
口

や
市
長
室
が
入
っ
て
お
り
、

「
と
ぴ
あ
庁
舎
」
と
呼
ば
れ

る
複
合
施
設
に
な
っ
て
い
ま

す
。住

田
町
ま
ち
や

遠

野

市

庁

舎

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員

長
）
は
４
月
19
日
か
ら
20
日
ま
で
鈴
木
町
長
も

同
行
し
、
遠
野
市
、
住
田
町
を
視
察
。
遠
野
産

材
を
活
用
し
た
庁
舎
建
設
や
古
く
か
ら
あ
る

「
ま
ち
や
」
を
交
流
施
設
と
す
る
取
り
組
み
を

視
察
し
、
今
後
の
町
づ
く
り
の
参
考
の
た
め
研

修
し
ま
し
た
。

庁舎建設、「まちや」活用
を視察

輝くふるさと常任委員会　県内研修レポート

本庁舎の説明をする遠野市の本田市長

地区公民館としても利用されている「まちや世田米駅」


